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【要約】 

 茶道には、定められた作法に従った一連の動作により、精神を落ち着かせる効果があると

言われている。近年では、客をもてなし、もてなされる心を育てるおもてなしの精神も注目

され、茶道を研修に取り入れる企業が増え、外国人観光客の茶道体験も増加している。 

 茶道の熟練者が亭主となり、お茶会に参加した客人に心拍計を取り付け、入室から退室ま

での心拍数を計測する実験を行った。その結果、お茶を飲んだ後のほうが、お茶を飲む前よ

りもリラックスした状態になる傾向が見られた。 

 

 

【感想】 

 温かい飲み物を飲むと心が落ち着くように、茶道でも自律神経の活動を整えることがわ

かる。私自身茶道を習ったことがなかったのだが、小さなお茶会に参加したことがある。緊

張していたのだが、お茶を出され一口飲むと、とても良い具合に緊張がほどけたように感じ

た。それは単に温かい飲み物を飲んでいるからと言うわけではなく、おもてなしの心を感じ

たからこそとても朗らかな気分になったのかも知れないと感じた。茶道は同じ動作をただ

繰り返すのでは全く意味がなく、気持ちや精神的な部分で大切なことが何なのかを改めて

教えてくれる気がする。茶道というものは奥が深く感じ、本格的な茶道を体験してみたいと

思った。 
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